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■参加申し込み方法
・右のQRコードにて参加登録フォームより申し込み
・info@sixs.jpにメールで申し込み（氏名必須）
・下記番号へ電話で申し込み

問合先︓0880‐34‐8182 担当︓坂井 https://www.sixs.jp/

 地方創生スペシャルセミナー
テーマ︓“ゆるやかな横のつながり”が地域を救う
■⽇時︓2026年3月24日（火）18:00〜19:30
■場所︓しまんとぴあ 2階 ミーティングルーム2

■講演内容
「地域が共創するための“横のつながり”とは︖」

〜地域を守るために皆が取り組むべきこと〜
なぜ横の連携はうまくいかないのか︖産官学⾦連携と⾔い
ながら、なぜバラバラな活動が多いのか︖その答えがココに︕

■対象者︓地域を守るためには連携が必要だと考える方
■定員︓30名

■スペシャルゲストスピーカー 星合 隆成氏
工学博士
崇城大学 IoT・AIセンター⻑ /情報学部 教授

“つながり”理論研究の権威でもある
星合⽒が“つながり”を科学します︕

「TEDx Talks にて］動画配信中→



星合隆成 工学博士
崇城大学IoT・AIセンター⻑
崇城大学情報学部教授
早稲田大学招聘研究員
元NTT研究所主幹・参与
元ベルコミュニケーション研究所 客員研究員
令和8年1⽉付で四万十市市⻑補佐官

SNS等の基礎理論である“P2P”理論、「ゆるやかな横のつながり」による
地域イノベーション創発理論である“SCB”理論の提唱者であり、大学
研究シーズの社会実装および産学官連携による地域産業創出を研究
しつつ、大学内外問わず、イノベーション人財の育成に取り組んでいる。

⾃治体・企業・大学の連携による新産業創出や地域企業の技術⾼度
化に関する実践的研究を⾏っており、これまで、総務省・経済産業省の
関連プロジェクトに参画し、地域イノベーション政策や産学官連携の取り
組みに携わる。技術・産業分野における社会実装型の取り組みを推進。

2005年の愛知万博においては、
教授の理論をもとに全国の100万人をつなぐ
壮大な実験も⾏われた。

現在は研究理論を地域経済へ接続する実践型
研究を継続しており、現在は熊本を中心に⾃治体
との連携による地域資源を活用した新産業
創出モデルの構築に取り組んでいる。

産経新聞では、2020年4⽉から6⽉まで全8回で、
イノベーション創発〜新たな価値観が地域を救う〜
というテーマにてコラムも執筆。
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星合隆成市⻑補佐官ご紹介資料


